
参加 

無料 

日 時：２０１９年２月１５日（金）１３：００～１４：３０ 

会 場：熊本学園大学 本館3階 特別会議室 

講 師：荒川 美智代
あ ら か わ  み ち よ

 氏 

   （『季刊中帰連』編集者・「撫順の奇蹟を受け継ぐ会」事務局長）  

＜申し込み・問い合わせ先＞ 

熊本学園大学付属海外事情研究所（担当：学術文化課） 

月～金 8：45～17：15（12：30～13：30除く） 

Email：kaigai@kumagaku.ac.jp   /   FAX：096-364-5201（専用） 

〒862-8680 熊本市中央区大江2-5-1 TEL：096-364-8731（直通） 

参加ご希望の方は、下記までFAXまたはEmailのどちらかにより事前の申込みをお願いいたします。 

申込みの際は、ご氏名・ご所属・ご連絡先を明記ください。 

申込受付後、受講ハガキ等はお送りしておりません。当日はそのまま会場へお越しください。 

※駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用ください。 

 

熊本学園大学付属海外事情研究所 2018年度第4回研究会 

市民運動における編集の力 

ーその現実と課題ー 

第二次大戦に勝利した連合国が日本やドイツに対して行った戦犯裁判は広く知られているが、大戦終結

後の1949年10月、新たに誕生した中華人民共和国に1000名余りの日本人戦犯が拘留されていたこと

はほとんど知られていない。彼らは遼寧省の撫順と山西省の太原でそれぞれ拘留され、戦犯管理所におい

て認罪学習を施され、日本の侵略戦争に関する反省を経て、1956年夏にその大部分が帰国した。帰国

後、彼らは「反戦平和・日中友好」を掲げる中国帰還者連絡会（中帰連）を設立し、2002年4月に解散

するまでの45年間にわたって活動を展開した。その活動の過程で創刊された機関誌が『季刊中帰連』で

あり、中帰連解散後も「受け継ぐ会」によってその刊行が続けられている。雑誌の刊行を通じて展開され

る「反戦平和・日中友好」の市民運動の実際とその課題をその編集者が語る。 

＜講師プロフィール＞ 

福島県生まれ。現在、東京の法律事務所に事務として勤務。1997年

からＣＡＰ（子どもへの暴力防止プログラム）に参加し、約10年間活

動。日本の戦争責任や戦争処理問題に関心を持ち、2005年より中華

人民共和国から帰国した日本人戦犯が結成した民間団体「中国帰還者

連絡会」の後継団体「撫順の奇蹟を受け継ぐ会」の活動に参加。元戦

犯たちからの聞き取り活動などを行う。中帰連が刊行してきた機関紙

『季刊中帰連』の編集・発行業務を引き継ぎ、現在に至る。 


